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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第２四半期
連結累計期間

第49期
第２四半期
連結累計期間

第48期

会計期間

自2020年
　４月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　４月１日
至2021年
　９月30日

自2020年
　４月１日
至2021年
　３月31日

売上高 （千円） 8,072,037 9,722,592 18,473,964

経常利益 （千円） 900,438 1,420,600 2,608,925

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 659,855 1,030,007 1,827,868

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 697,198 1,020,779 2,288,275

純資産額 （千円） 27,791,600 29,768,805 29,199,402

総資産額 （千円） 32,034,600 34,981,496 34,688,675

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 19.39 30.26 53.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － - -

自己資本比率 （％） 86.1 84.5 83.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,074,790 763,039 3,487,467

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △594,394 △691,584 △1,987,626

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △377,383 △450,929 △561,051

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,775,493 6,454,514 6,846,745

 

回次
第48期

第２四半期
連結会計期間

第49期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2020年
　７月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　７月１日
至2021年
　９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 12.48 17.65

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につい

ては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間における世界経済につきましては、新型コロナウイルス感染症へのワクチン接種が

世界的に進んだことにより、企業活動の制限が緩和される地域が増えていることもあり、世界経済はプラス成長

へと回復傾向を見せております。しかし、感染再拡大の懸念に加えて、世界的な半導体不足による生産活動への

悪影響や海上輸送運賃の高騰もあり、将来的な見通しは今も不確実な状態が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、顧客、取引先及び従業員の安全を第一に新型コロナウイルスの感染

には十分な注意を払いつつ、引き続き世界規模での新規顧客の開拓に取り組んでまいりました。その結果、当第

２四半期連結累計期間における受注は前第２四半期連結累計期間と比較して大幅に増加致しました。当第２四半

期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は特注機において大口案件の回復が遅く前年同四半期比では

減少となった一方で、設備投資意欲の回復に伴い、日本やアジアでの取出ロボットの販売が増加したことに加え

て、引き続き中国や北米において販売が好調に推移しました。その結果、連結売上高は9,722,592千円（前年同

四半期比20.4％増）となりました。利益面につきましては、営業利益は連結売上高の増加や売上総利益率の改善

により、1,349,164千円（前年同四半期比54.8％増）となりました。経常利益は1,420,600千円（前年同四半期比

57.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,030,007千円（前年同四半期比56.1％増）となりました。

　2021年７月には、環境配慮型の「Smart ECO吸着」機能を搭載した取出ロボット「ＲＣ-ＳＥ」シリーズと、医

療分野などでの利用が期待されるクリーンルーム対応の高速サイドエントリー取出ロボット「ＳＸ-４１」の販

売を開始しました。

 

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

　（日本）

取出ロボットの売上が増加したため、売上高は7,084,559千円（前年同四半期比27.8％増）となり、営業利益

は808,142千円（前年同四半期比194.7％増）となりました。

　（米国）

売上高は1,937,035千円（前年同四半期比14.8％増）となり、営業利益は265,152千円（前年同四半期比1.8％

増）となりました。

　（アジア）

全体的に売上が増加したため、売上高は2,795,473千円（前年同四半期比60.2％増）となり、営業利益は

300,444千円（前年同四半期比199.8％増）となりました。

　（欧州）

特注機の売上が減少したため、売上高は441,886千円（前年同四半期比62.9％減）となり、営業利益は62,168

千円（前年同四半期比69.2％減）となりました。

(2）財政状態の分析

　流動資産は前連結会計年度末に比べ486,992千円増加し22,996,493千円となりました。これは、原材料及び貯

蔵品が408,478千円増加したことなどによります。固定資産は前連結会計年度末に比べ194,171千円減少し

11,985,002千円となりました。これは土地が141,803千円増加しましたが、建物及び構築物（純額）が177,206千

円減少したことなどによります。その結果資産合計は前連結会計年度末に比べ292,821千円増加の34,981,496千

円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ275,688千円減少して5,046,264千円となりました。これは支払手形及び買

掛金が318,476千円減少したことなどによります。固定負債については大きな変動はなく、負債合計は前連結会

計年度末に比べ276,581千円減少して5,212,691千円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ569,403千円増加の29,768,805千円となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローが763,039千円の収入超過、投資活動によるキャッシュ・フローが691,584千円の支出超過、財務活

動によるキャッシュ・フローが450,929千円の支出超過となり、現金及び現金同等物に係る換算差額が△12,756

千円となったことにより、前連結会計年度末に比べ392,231千円減少し6,454,514千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益1,421,106千円、売上債権の減少額506,695千円に加えて、棚卸資産の増加額

739,868千円、法人税等の支払額477,520千円を差し引いた営業活動によるキャッシュ・フローは、763,039千円

の収入超過（前年同四半期は2,074,790千円の収入超過）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　定期預金の預入による支出3,199,913千円、定期預金の払戻による収入2,700,000千円により、投資活動による

キャッシュ・フローは691,584千円の支出超過（前年同四半期は594,394千円の支出超過）となりました。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　配当金の支払額442,015千円等により、財務活動によるキャッシュ・フローは450,929千円の支出超過（前年同

四半期は377,383千円の支出超過）となりました。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

(6）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は177,717千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(7）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
　　（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月12日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 35,638,066 35,638,066
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は

100株

計 35,638,066 35,638,066 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2021年７月１日～
2021年９月30日

－ 35,638,066 － 1,985,666 － 2,023,903
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社ユーシンインダスト

リー

京都市西京区川島有栖川町127番地 11,992 35.23

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社(信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,238 6.58

小田　高代 京都市西京区 1,968 5.78

村田　美樹 京都市西京区 1,847 5.43

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）

東京都中央区晴海1丁目8-12 1,725 5.07

京都中央信用金庫 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町91 1,088 3.20

小谷　眞由美 京都市西京区 1,040 3.06

株式会社　日本カストディ銀行

（信託口9）

東京都中央区晴海1丁目8-12 955 2.81

RBC IST 15 PCT NON LENDING

ACCOUNT - CLIENT

ACCOUNT　　　(常任代理人　シ

ティバンク、エヌ・エイ東京支

店）

7TH FLOOR, 155 WELLINGTON STREET WEST

TORONT,ONTARIO,CANADA,M5V

3L3　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

（東京都新宿区新宿6丁目27番30号）

860 2.53

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7番1号 849 2.50

計 － 24,566 72.18

（注）１．当社は、自己株式を1,602千株保有していますが、上記大株主からは除外しております。

２．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、株式会社日本カストディ銀行（信託口）及び株式会社日

本カストディ銀行（信託口9）の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。

３．株式会社三菱ＵＦＪ銀行及びその共同保有者から、2020年４月６日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報

告書（変更報告書）において、2020年３月30日現在で1,374千株を保有している旨が記載されているものの、

株式会社三菱ＵＦＪ銀行以外は株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として当第２四半期会計期間末

現在における実質所有株式数の確認ができません。

なお、株式会社三菱ＵＦＪ銀行及びその共同保有者の大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりで

あります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 849 2.39

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 456 1.28

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目12番１号 67 0.19

計 － 1,374 3.86
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４．野村アセットマネジメント株式会社から、2020年７月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変

更報告書）において、2020年７月15日現在で1,885千株を保有している旨が記載されているものの、株主名簿

の記載内容が確認できないため、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認がで

きません。

なお、野村アセットマネジメント株式会社の大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりでありま

す。

 

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

野村アセットマネジメント株式会社 東京都江東区豊洲２丁目２番１号 1,885 5.29

計 － 1,885 5.29

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,602,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 33,950,700 339,482 －

単元未満株式 普通株式 84,766 － －

発行済株式総数  35,638,066 － －

総株主の議決権  － 339,482 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」欄には、証券保管振替機構名義の株式2,500株が含まれて

おります。なお、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数25個は含

まれておりません。

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ユーシン精機
京都市南区久世殿

城町555番地
1,602,600 － 1,602,600 4.50

計 － 1,602,600 － 1,602,600 4.50

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第48期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

第49期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　太陽有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,690,730 11,799,612

受取手形及び売掛金 5,563,680 5,081,078

商品及び製品 1,007,401 1,295,709

仕掛品 987,869 1,055,044

原材料及び貯蔵品 2,987,777 3,396,256

その他 308,866 379,283

貸倒引当金 △36,825 △10,491

流動資産合計 22,509,500 22,996,493

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,166,174 3,988,967

土地 6,129,718 6,271,521

その他（純額） 235,666 224,439

有形固定資産合計 10,531,559 10,484,929

無形固定資産 254,601 205,082

投資その他の資産   

投資有価証券 285,724 246,397

退職給付に係る資産 296,727 290,710

繰延税金資産 621,419 640,094

その他 209,365 191,252

貸倒引当金 △20,224 △73,463

投資その他の資産合計 1,393,012 1,294,990

固定資産合計 12,179,174 11,985,002

資産合計 34,688,675 34,981,496
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,933,977 1,615,500

電子記録債務 839,221 913,534

未払金 542,158 461,780

未払法人税等 400,497 343,350

前受金 789,464 1,045,556

賞与引当金 282,429 301,509

役員賞与引当金 42,800 16,950

製品保証引当金 162,715 123,525

その他 328,688 224,557

流動負債合計 5,321,953 5,046,264

固定負債   

退職給付に係る負債 87,948 89,933

繰延税金負債 35,955 33,987

その他 43,415 42,505

固定負債合計 167,319 166,426

負債合計 5,489,273 5,212,691

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,985,666 1,985,666

資本剰余金 2,024,597 2,024,597

利益剰余金 25,848,552 26,436,097

自己株式 △1,355,222 △1,355,329

株主資本合計 28,503,594 29,091,032

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 103,840 76,508

為替換算調整勘定 290,333 317,300

退職給付に係る調整累計額 64,753 60,381

その他の包括利益累計額合計 458,927 454,190

非支配株主持分 236,879 223,582

純資産合計 29,199,402 29,768,805

負債純資産合計 34,688,675 34,981,496
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 8,072,037 9,722,592

売上原価 4,717,131 5,448,562

売上総利益 3,354,905 4,274,029

販売費及び一般管理費 ※ 2,483,521 ※ 2,924,865

営業利益 871,384 1,349,164

営業外収益   

受取利息 3,296 3,425

受取配当金 2,889 2,860

仕入割引 3,385 3,927

為替差益 323 -

助成金収入 10,590 -

保険解約返戻金 - 71,930

その他 8,899 10,746

営業外収益合計 29,383 92,889

営業外費用   

売上割引 267 -

為替差損 - 20,697

その他 62 755

営業外費用合計 330 21,453

経常利益 900,438 1,420,600

特別利益   

固定資産売却益 414 708

特別利益合計 414 708

特別損失   

固定資産除売却損 0 202

特別損失合計 0 202

税金等調整前四半期純利益 900,853 1,421,106

法人税等 230,959 381,017

四半期純利益 669,893 1,040,089

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,038 10,081

親会社株主に帰属する四半期純利益 659,855 1,030,007
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 669,893 1,040,089

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 34,386 △27,332

為替換算調整勘定 △1,503 12,395

退職給付に係る調整額 △5,577 △4,371

その他の包括利益合計 27,304 △19,309

四半期包括利益 697,198 1,020,779

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 686,779 1,025,270

非支配株主に係る四半期包括利益 10,418 △4,490
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 900,853 1,421,106

減価償却費 314,725 294,740

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,428 27,956

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,829 18,826

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,460 △25,850

退職給付に係る資産及び負債の増減額（△は減

少）
10,775 19,878

受取利息及び受取配当金 △6,186 △6,285

売上債権の増減額（△は増加） 1,155,287 506,695

棚卸資産の増減額（△は増加） 172,364 △739,868

仕入債務の増減額（△は減少） △78,688 △270,707

その他の流動負債の増減額（△は減少） △236,251 26,834

その他 △7,646 △268,563

小計 2,207,514 1,004,764

利息及び配当金の受取額 7,183 7,903

保険金の受取額 - 227,892

法人税等の支払額 △139,907 △477,520

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,074,790 763,039

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,498,546 △3,199,913

定期預金の払戻による収入 2,950,000 2,700,000

有形固定資産の取得による支出 △33,674 △176,053

有形固定資産の売却による収入 522 721

無形固定資産の取得による支出 △12,695 △16,339

投資活動によるキャッシュ・フロー △594,394 △691,584

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 - △107

配当金の支払額 △340,180 △442,015

非支配株主への配当金の支払額 △37,202 △8,807

財務活動によるキャッシュ・フロー △377,383 △450,929

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,494 △12,756

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,122,507 △392,231

現金及び現金同等物の期首残高 5,652,986 6,846,745

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,775,493 ※ 6,454,514
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用してお

ります。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高

への影響もありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客と

の契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定

会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財

務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

　　至 2021年９月30日）

荷造運搬費 325,659千円 488,226千円

製品保証引当金繰入額 33,846千円 58,000千円

給料手当・賞与 722,789千円 741,333千円

賞与引当金繰入額 108,358千円 112,330千円

研究開発費 162,922千円 177,717千円

減価償却費 168,793千円 154,063千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 10,317,896千円 11,799,612千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △3,542,403千円 △5,345,097千円

現金及び現金同等物 6,775,493千円 6,454,514千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月14日

取締役会
普通株式 340,356 10 2020年３月31日 2020年６月５日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月６日

取締役会
普通株式 170,178 5 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月11日

取締役会
普通株式 442,462 13 2021年３月31日 2021年６月３日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月５日

取締役会
普通株式 306,318 9 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
3,558,379 1,682,566 1,643,445 1,187,646 8,072,037 - 8,072,037

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

1,984,585 4,495 102,065 3,202 2,094,348 △2,094,348 -

計 5,542,964 1,687,061 1,745,510 1,190,848 10,166,385 △2,094,348 8,072,037

セグメント利益 274,254 260,407 100,201 201,998 836,861 34,523 871,384

（注）１．セグメント利益の調整額34,523千円は、セグメント間取引消去16,601千円、棚卸資産の調整額

17,921千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
4,767,489 1,934,555 2,580,446 440,101 9,722,592 - 9,722,592

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2,317,070 2,479 215,027 1,785 2,536,362 △2,536,362 -

計 7,084,559 1,937,035 2,795,473 441,886 12,258,955 △2,536,362 9,722,592

セグメント利益 808,142 265,152 300,444 62,168 1,435,908 △86,744 1,349,164

（注）１．セグメント利益の調整額△86,744千円は、棚卸資産の調整額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
 日本 米国 アジア 欧州

製品及びサービス別      

取出ロボット 3,434,421 1,190,523 2,166,814 25,777 6,817,537

特注機 561,199 345,049 33,608 336,998 1,276,855

部品・保守サービス 771,868 398,982 380,022 77,325 1,628,199

顧客との契約から生じる収益 4,767,489 1,934,555 2,580,446 440,101 9,722,592

その他の収益 - - - - -

外部顧客への売上高 4,767,489 1,934,555 2,580,446 440,101 9,722,592

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 19円39銭 30円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 659,855 1,030,007

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
659,855 1,030,007

普通株式の期中平均株式数（株） 34,035,612 34,035,509

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　2021年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………306,318千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………9円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年12月１日

　（注）　2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

  
2021年11月10日
 

 

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

 
 

 太陽有限責任監査法人

 大阪事務所

　
 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 岡　本 伸　吾  印  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 大　好 　慧　  印

 

 

 

監査法人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシン

精機の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　会社の2021年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2020年11月12日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2021年６月18日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

　・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

　・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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